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l 成長を支えるイノベーションを生み出す人材の育成に国も注力
l 工学系研究科では49%が月18万円以上の支援を受けている
l 海外渡航支援, アントレプレナーシップ教育, 企業インターンシップなど世界
トップレベルの教育プログラムを多数提供

大学院における博士人材育成

①博士号取得によって｢活躍の場｣が格段に拡大する

②高い専門性に基づく｢世界を変える力｣を身に着ける

③手厚い支援のもとで｢スキルアップ｣に専念できる

博士課程に進学する3つの理由

l 博士課程に進むと就職先が狭まるというのは大きな誤解 (ひと昔前の話) で, 今
や博士人材は社会の幅広いセクターで引く手あまた (国内外の大学･研究機関,
民間企業, 行政, NPOなど)

l グローバル化の時代に国際的な舞台で活躍するには博士号が必須

l 旧来の新卒一括採用･終身雇用･年功序列という日本型雇用制度は急速に崩壊,
実践力のある専門人材を重視するグローバルスタンダードに移行

l 吸収力が格段に大きな若いうちに高度な専門知識をどれだけ身に着けるかが,
将来の競争力に大きな差となって表れる



3

⽀援なし
32%

博士課程リーディング → 国際卓越大学院 (WISE＆WINGS) 

学振 (JSPS)特別研究員 (DC1 DC2) 

国費奨学金 東京大学フェローシップ
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博士学生の約半数が月18万円以上の支援を受けて研究活動に専念

SPRING GX

創発的若手

(予定)

安心して研究に専念できる環境, 将来の飛躍のための学びの場を提供
博士学生の約2/3が経済支援を受給

今後さらに拡充
博士課程

在籍者

1193名
(2021年5月) 

(民間奨学金
のみを含む)

東京大学博士フェローシップ

リーダー博士人材育成基金

部局卓越RA

博士課程学生特別リサーチ･アシスタント (SEUT-RA) 

国
33％

全学
5％工学系

19％
留学生
11％

全国での博士支援予定者の

うち11％(全学で600名)を
東京大学で確保

支援レベル

拡大する大学院生の経済支援

国

全学

工学系

国

留学生向け
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工学系博士修了者の就職状況
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※｢オーバードクター｣……｢博士の学位取得後, あるいは博士の学位取得に至らないが, 博士課程の
所要の修業年限修了後, 定職に就かず引き続き研究室において研究を継続している者｣と定義. 
文部科学省HPから抜粋. 

※｢就職者等｣……就職準備中の者や, 留学生が故国へ帰国し, 進路が不明な者などを含む. ポスドク
も｢就職者｣に含む. 
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博士課程進学と人材育成

n 大学や企業の研究開発で求められるスキルの体得

n 専門知識, 研究開発スキル等に加え, 
ü企画立案, プロジェクト管理･推進, 知財管理･標準化, 市場
開拓, etc.

ü科学技術や産業に関する政策や行政に係る知識に基づいた
寄与, ステークホルダーとの合意形成, etc.

n 大学, 大学院入学は研究開発活動のスタート点
n 高い専門性+広い分野での知識や見聞の獲得
n グローバルなネットワーク構築 (世界の次世代リーダー) 

n 自らを育てるリソース (ヒト, モノ, カネ) の活用を!
n 学内の研究環境, 教育プログラム, 経済支援, etc.

ü大学院横断型教育プログラム, 国際卓越大学院 (WINGS)
üRA, SEUT, 奨励金, 学振特別研究員, 大学フェローシップ
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GMSIプログラム

n 工学系研究科専攻間横断型教育プログラム
｢機械システム･イノベーション｣
Graduate program for Mechanical Systems Innovation
ü最先端研究環境下での教育と研究の一体運営

ü複数専攻の連携による分野横断型教育プログラム
Ø 21世紀COE(2003~2007), GCOE(2008~2012)の教育プログラムを引き
継ぐ博士課程教育プログラム

n 高い専門性を保ち, 幅広い知識と柔軟な応用力を持つ
⇒世界をリードする創造的な人材育成

n 対象学生: 工学系研究科に所属する全ての博士課程学生
n プログラム修了者には修了書を授与

üコア科目4単位以上を含めた合計12単位以上取得+
プログラム教員会議による研究内容の審議

http://gmsi.t.u-tokyo.ac.jp
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WINGS (国際卓越大学院教育プログラム) ：東京大学が展開する, 高い研究力と専門
性をもって人類社会に貢献する博士人材を育成する修博一貫の学位プログラム

未来社会協創国際卓越大学院 (WINGS-CFS) 

統合物質･情報国際卓越大学院 (MERIT-WINGS) 

高齢社会総合研究国際卓越大学院 (WINGS-GLAFS) 

量子科学技術国際卓越大学院 (WINGS-QSTEP) 

工学系研究科では以下の4つのプログラムを中心部局となって運営

社会基盤学専攻をはじめとする11部局1学府73専攻, 現在のコース生 110名

物理工学専攻をはじめとする3部局10専攻, 現在のコース生 144名

建築学専攻をはじめとする9部局1学府40専攻, 現在のコース生 20名

電気系工学専攻をはじめとする4部局9専攻, 現在のコース生 36名

ü 厳正な審査により選抜された優秀層に対して卓越した教育プログラムを提供：日本の将来
を切り拓く高度博士人材を育成

ü 経済支援：修士課程から月18万円を支給 (※一部プログラムは博士課程から支給) 
ü アカデミアだけでなく産業界や官界といった幅広いキャリアパスを提示：学生のマ
インドセットに変革をもたらし, さまざまな分野にリーダー人材を輩出

国際卓越大学院教育プログラム
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工学系WINGS産学協創教育推進基金

nグローバル企業4社 (ソニー, 武田薬品, 
経営共創基盤, トヨタ) からの寄附によ
る｢工学系WINGS産学協創教育推進基
金｣をスタート (2022年4月~)
ü専門性の高い工学知に加え, 社会の
ニーズを捉える力を鍛える実践的な
工学教育プログラムを構築

üグローバル企業と連携し, 工学系研究
科のトップ15%の優秀な大学院生を
対象に, 企業トップのレクチャーや海
外拠点へのインターンシップを通じ
て, 世界で通用する実践力を育成

ü工学知の活用に対する社会からの期
待が高まり, ディープテック系スター
トアップの起業を志す学生が増える
中, 社会と世界の視点を持って現代社
会が抱える地球規模の課題解決に挑
戦する高度工学人材を輩出



9
SPRING GX

グリーントランスフォーメーション(GX)を先導する高度人材育成プロ
グラム

https://www.cis-trans.jp/spring_gx/index.html
WINGSプログラム未所属の博士1年次生のみ応募可
採択後は, SPRING GXの教育プログラムを履修
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工学コンピテンシーⅠ - PBL -

n産業界から提供されたテーマに取り組む
グループワーク (演習)
üテーマに基づき解決すべき課題を自ら
設定し, ソリューションを創出

üニーズ指向なアプローチの体験

üグループ内の連携と議論の取り纏めの
実践

ü英語によるコミュニケーション

nグループ構成

ü多様な専攻･研究室･国籍の学生, 若手
教員, 企業メンバー (5~6名) 
Ø 企業メンバーとの接点を持つことで, 現場で
の実習に近い教育効果を期待

PBL実施の枠組み

Project

Customer
(産業界)

Project manager(産業界)
Leader(学生)

Member(学生)
Facilitator(PD, 教員)

Theme
(テーマ提供)

Supervisor
(担当教員)

Supervise, Advise
(助言等)

Final Presentation 最終報告会(教員, 産業界)

Evaluate, Advise
(助言, 評価)

Solution
(ソリューション提示)

最終発表会の様子(対面での実施時)

3722-134, 3799-146(2単位)
秋(A1A2)セメスター開講
木曜日5限: 16:50-18:35
対面講義(2022年度実績)
※2023年度も対面講義の予定 修士, 博士とも履修可

PBL: Project Based Learning
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工学コンピテンシーII -研究インターンシップ-

n 国内外の研究機関･企業の研究開発現
場でのインターンシップ (実習)

n 現場実習による課題解決 (専門分野と
のテーママッチング) 
üGMSI HP掲載のテーマ (C-ENGINE※1), 

Coop-J consortium※2), GMSI事務局独
自, 等), 及び研究室の紹介

n 対象: 修士･博士
n 期間, 時期, テーマは個別に相談 (担当
教員, GMSI事務局がサポート)

n 大学と企業が契約 (協定締結) し, 正課
カリキュラムとして実施

ü通年集中講義 (随時受付: GMSI事務
局まで)

ü実施内容と期間, レポート内容の審査
を経て単位認定
･修士2ヶ月, 博士3ヶ月以上⇒2単位
･修士, 博士とも1ヶ月以上⇒1単位

※1)産学協働イノベーション人材育成協議会
※2)ジョブ型研究インターンシップ推進協議会

3722-135, 3799-147
工学コンピテンシーII (2単位)
または3799-165
研究インターンシップ1(1単位)
通年集中講義, 随時募集

修士, 博士とも履修可
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工学コンピテンシーⅢ- Summer Camp -

ü設定されたテーマに基づいて自ら
課題を設定し, ソリューション創
出に向けた議論 (グループワーク)
è革新的な装置･システム開発
に向けた研究開発プロジェクト
を提案

ü世界のトップ大学と東大の大学院
生でグループを構成 (3泊4日)
Ø 13か国18大学と3企業から68人が参
加 (2018年)

▲ 参加者の内訳 ▲ 参加後の満足度

集合写真 (開催地: 東大及びラフォーレ修善寺) (2018年) 
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修士, 博士とも履修可

3722-136, 3799-148(2単位)
夏期集中講義(5月下旬~6月上旬頃募集)
オンライン(2020~2022年度実績)
※2023年度は対面実施 (7/25~27)
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未来社会協創国際演習- 国際ワークショップ -

14
工学系研究科専攻間横断型教育プログラム

http://gmsi.t.u-tokyo.ac.jp



補足説明資料
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未来社会協創国際卓越大学院(WINGS-CFS)

p未来社会協創学特論 (俯瞰) ：多彩な分野の教員による講義と, 講義テーマを深耕する
グループワーク

p工学コンピテンシーI (演習) ：多様な専攻･研究室･国籍の学生に企業メンバー, 若手教
員を含めたチームによる, 産業界からの課題解決に向けた実践 (プロジェクト･ベース
ドラーニング) 

p工学コンピテンシーII (演習) ：研究インターンシップ
p工学コンピテンシーIII (実習) ：海外トップ大学の博士課程学生を交えたグループ
ワークによる社会イノベーション創生の実践と海外機関との連携を見据えた人脈構築

(サマーキャンプ) 

Ø 学内でもトップ層に属する履修生による修士･博士一貫教育 (応募倍率2.5倍以上)
Ø 社会連携講座｢未来社会協創｣との一体的運営, 国内外機関でのインターンシッププログラムとの連携等により, アク
ティブラーニング型教育プログラムを提供すると共に, 多彩なキャリアパスを提示

Ø ボトムアップ型大学フェローシップ｢未来社会デザインフェローシップ｣の採択による経済支援策の充実
Ø プロジェクト･ベースドラーニング参加企業メンバーより, “実用性が高く, 今まで思いつかなかったアイデアが創出さ
れた”, ”与えられた課題解決に至るまでのプロセスが興味深い”, 等, 参加学生の課題設定力･解決力, プロジェクト･マネ
ジメント能力の高さを評価して頂き, 現場感覚に触れた学生の意欲も向上

参画専攻： (工学系研究科) 機械工学, 電気系工学, マテリアル工学, 応用化学, 化学システム工学, バイオエンジニアリン
グ, システム創成学, 技術経営戦略学, 原子力国際, 建築学, 都市工学, 航空宇宙工学, 社会基盤学, 精密工学, 先端学際工学, 
その他情報理工学系研究科，理学系研究科，新領域創成科学研究科，情報学環･学際情報学府，農学生命科学研究科，人
文社会系研究科，法学政治学研究科，経済学研究科，総合文化研究科，教育学研究科，情報学環･学際情報学府の計12部
局45専攻
コース生 (2021. 6現在) ： (M1) 15人 (M2) 24人 (D1) 22人 (D2) 27人 (D3: D4含む) 19人 計117人
卒業生： (アカデミア) 6人 (産業界) 7人 (官界/国研) 3人 (他) 4人 (2020.3~2021.3までの実績) 

概要：世界的に卓越した専⾨性と共に, 社会の諸課題を発見するたくましい社会的想像力, 異なる分野･専門家と共感でき
る他者理解力, 現状肯定に甘んじない未来志向の公共的共感力を兼ね備え, 異分野の研究者や多様なステークホルダー
との協創により社会イノベーションを先導し, より良い未来社会の構築に貢献する⽂理協創⼈材を輩出する.
⇒そうした資質を涵養する分野横断的な教育プログラムを多様な研究科の協創により提供

https://cfs.t.u-tokyo.ac.jp/
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統合物質･情報国際卓越大学院(MERIT-WINGS)

概要：物質科学の高い基礎学力を有し博士課程で学ぶ決意のある学生に対し, 物質科学の先端的
知見と俯瞰力, 情報技術などの先端的スキル, コミュニケーション力やアントレプレナーシップを
身に着けるカリキュラムを提供し, 学術研究や社会実装においてリーダーとなり国際的に活躍す
る人材を養成するため, 特別な教育課程により, 修士課程から博士後期課程までの一貫した教育を
行うものである. 
参画専攻： (工学系研究科) 物理工学, 電気系工学, マテリアル工学, 応用化学, 化学システム工学, 化学生命工
学, バイオエンジニアリング (理学系研究科) 物理学, 化学 (新領域創成科学研究科) 物質系
コース生： (M1) 5人 (M2) 46人 (D1) 46人 (D2) 41人 (D3) 43人
卒業生： (アカデミア) 83人 (産業界) 100人 (官界) 5人 (他) 4人

p 統合物質科学俯瞰講義 (オムニバス講義) ：広く産学官にわたって
グローバルに活躍するために必要な俯瞰力を養成

p MERITエグゼクティブセミナー (年4回程度の集中講義形式) ：
産学官からの講師による講義, 現場訪問形式のセミナー, 懇談の場を
通じて学生の意識向上, 多様なキャリアパスを提示

p MERITコロキウム：異分野を意識した研究発表による切磋琢磨
p MERIT実践演習：自発融合研究･長期海外派遣･インターンシップ･
起業挑戦の4つから選択して実践

p MERIT自主キャンプ：異分野間グループワークとプレゼン訓練
リーディング大学院統合物質科学リーダー養成プログラムMERIT*から続く取組を通じて, アカ
デミア中心志向だった学生のマインドセットを改革. すでに約200名の高度博士人材を産学官に
広く輩出し, 卒業生から現役生を縦横に繋ぐ人材ネットワークと正の連鎖が駆動中
*MERITは, 当初計画を超えた取組が行われ, 優れた成果が得られたことから, 中間･事後評価ともにS評価を受けた. 修了者の成長とキャリアパスの構築のみならず, 在学中に共同創業者としての起

業やインターンシップにおける特許申請に加え, 課題解決型グループワークから生まれた｢高校生向けサイエンス模擬講義｣の実施や｢最先端科学記事解説サイトBuzzScience｣の開設など完成度

の高い成果を生み出し, 産業界･官界からも高い評価を得た. http://www.merit.t.u-tokyo.ac.jp/merit/
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高齢社会総合研究国際卓越大学院(WINGS-GLAFS)

概要：日本を皮切りに世界中の全領域でデフォルトとなっている高齢社会特有の課題解決に向けて, 高齢社会
総合研究学 (ジェロントロジー) の体系を踏まえつつ, 医工連携研究の最前線の現場で俯瞰力, 周辺領域理解力,
社会接続力を育みながら, 研究の多領域連携力を身につけた人材を養成する教育プログラム
参画専攻：9研究科･1学府, 29専攻
(工学系) 社会基盤学, 建築学, 都市工学, 機械工学, 精密工学, 化学システム工学, 先端学際工学 (人文社会系) 社会文化研究

(教育学) 総合教育科学, 学校教育高度化 (法学政治学) 総合法政 (総合文化) 広域科学 (農学生命科学) 生産･環境生物学, 応用
生命化学, 水圏生物科学, 農業･資源経済学, 生物･環境工学, 応用動物科学, 獣医学 (医学系) 社会医学, 生殖･発達･加齢医学, 外
科学, 国際保健学, 健康科学･看護学 (新領域創成科学) 先端エネルギー工学, 人間環境学, 社会文化環境学, 国際協力学 (情報理
工学系) 知能機械情報学 (学際情報学府) 学際情報学
コース生 (*GLAFS生38人) ： (D1/MD2) 4人 (D2/MD3) 7人 (D3) 27人

(WINGS-GLAFS生13人) ： (M1) 5人 (M2) 6人 (D1) 1人 (D2) 1人
修了生：38人 (うち 大学等 18人, 民間企業等 10人, 公的研究機関等 10人) ＊GLAFS生 2021年7月現在

□概論 (講義) ：ジェロントロジーの様々な学問領域
との関連を理解する俯瞰力を獲得する講義

□特論 (講義) ：特定課題解決時に必ず生じる周辺領
域理解力を養う講義群

□実習：具体の特定課題を実社会の中で解くために
必要な社会規範や経済の理解, 現場の人間関係への対
応, 社会に対する説得力あるプレゼン能力等によって
構成される社会接続力を育成する実習

❶俯瞰力
高齢社会総合研究学概論

【必修】4単位
･個をめぐる高齢社会研究

･社会をめぐる高齢社会研究

❷周辺領域理解力
高齢社会総合研究学特論

【選択必修】 6単位
･ケア･サポート･システム

･食と健康寿命

･居住環境

･ジェロンテクノロジー

･ライフコース

･高齢者法

･地域農業マネジメント

･国際社会比較

❸社会接続力
高齢社会総合研究学実習

【選択必修】 6単位
･フレイル予防

･対人ケア

･ユニバーサルデザイン

･居住地再生

･ジェロネット連携

･国際実習

＜年2回の研究発表会＞

多領域連携力＝(❶ 俯瞰力×❷ 周辺領域理解力×❸ 社会接続力)

＊博士課程教育リーディングプログラム｢活力ある超高齢社会を共創するグローバル･リーダー

養成プログラム｣ (GLAFS) 

リーディング大学院｢活力ある超高齢社会を共創する
グローバル･リーダー養成プログラム (GLAFS) を
ベースに, フレイル予防研究, ジェロテック研究, ハ
ビタット研究を3本柱とする医工連携研究の最前線の
現場を主たるフィールドとした教育プログラムに
よって, 多領域連携力の涵養を目指す。

http://www.glafs.u-tokyo.ac.jp/



19
量子科学技術国際卓越大学院 (WINGS-QSTEP)

概要：広く量子関連分野に関し高い基礎学力と優れた研究遂行を志し博士課程で学ぶ学生に対し, 
量子科学から量子技術まで広く俯瞰できる研究教育プログラムを展開するとともにキャリアパス
支援プログラムを提供する。これにより, 幅広い量子科学技術に精通し, 速やかな社会実装を通じ
てSDGsやグローバル･コモンズに適合する課題を解決する人材育成を行うものである。量子科学
技術の重要性に鑑み, 本国際卓越大学院は2021年度に発足した。
参画専攻： (工学系研究科) 電気系工学，物理工学，機械工学，精密工学，原子力国際，バイオエンジニアリン
グ (理学系研究科) 物理学 (総合文化研究科) 広域科学 (新領域創成科学研究科) 物質系
コース生(3月募集)： (D1) 29人, 7月募集生： (D1) 12人

p 量子科学技術特別講義：量子分野における世界
トップ研究者によりグローバルに活躍するため
に必要な俯瞰力を養成

p 量子科学技術実習･演習：IBM-Qを用いた実習な
どを通じて量子ネイティブを養成

p 副指導教員制度：専攻や研究室の枠組みを超え, 
最先端の量子研究分野の副指導教員から幅広い
視野に基づく研究指導

p QSTEPセミナー：国内外の著名な講師による最
先端量子科学技術セミナーを定期開催

科学技術イノベーション創出に向けた大学フェローシップ創設事業 (量子分野) Q-STEPを核とし
た取組を国際卓越大学院に拡張する。並行して, 企業連携講義･実習, インターンシップなどを通
じたキャリア教育も提供することで, 毎年約40名の量子科学技術に精通した高度博士人材を産業
界に広く輩出し, 量子科学技術の速やかな社会実装を促進する。

https://sites.google.com/g.ecc.u-tokyo.ac.jp/q-step/jp?authuser=0


